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令和３年度 村上市地域公共交通計画の実施状況の検証及び評価(案)について 

 

１ 計画の達成状況及び評価について 

村上市地域公共交通計画では、１年ごとに事業の実施状況や評価指標値を

整理し、計画の進捗確認と効果の検証・評価を行うこととしています。 

 

評価指標１ 公共交通への補助額 

目標値 
（Ｒ7年度） 

 計画策定時 
（Ｒ元年度注） 

 
実績 

（Ｒ３年度） 

２．４億円以下 未達成 ２．４億円 
増加 

 ２．５億円 

※市内公共交通への補助額（行政負担額）の合計 

○達成状況・分析 

路線バス等については、病院開業に伴う運行路線の延長、人件費や車両維

持費などランニングコストの上昇により増加しましたが、のりあいタクシー

については、委託内容の見直し（完全予約制の導入、実際の運行に合わせた

契約金額へ変更）を行ったことにより令和元年度比約 540万円の減となりま

した。 

○今後の取組 

市内公共交通機関の重複箇所において系統の統廃合や、より地域に合った

移動手段を検討するなど、引き続き運行の効率化を進めます。 

 

評価指標２ 公共交通の収支率 

  目標値 
（Ｒ7年度） 

 計画策定時 
（Ｒ元年度注）  

実績 
（Ｒ３年度） 

路線バス等 
 

１３％以上 未達成 １２％ 
減少 

１０％ 

のりあい 

タクシー 

 
１０％以上 未達成 ９％ 

変わらず 
９％ 

※路線バス等（まちなか循環バス、せなみ巡回バス含む）全系統の平均収支率 

 のりあいタクシー全路線の収支率 

○達成状況・分析 

新型コロナウイルス禍に伴う利用者減少の影響もあり、路線バス等につい

ては減少しました。一方、のりあいタクシーについては、目標値の達成には

至りませんでしたが、評価指標１の分析にもあるとおり、運行内容の効率化

を図ったことにより改善傾向にあります。 

○今後の取組 

評価指標１で示した今後の取組に加え、持続可能な運行とするため、利用

料の見直しを行い収支率の改善を図ります。 
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評価指標３ 1人当たり年間利用回数 

目標値 
（Ｒ7年度） 

 計画策定時 
（Ｒ元年度注） 

 
実績 

（Ｒ３年度） 

３．０回/人以上 未達成 ２．５回/人 
減少 

２．２回/人 

※路線バス、まちなか循環バス、せなみ巡回バス、各種のりあいタクシーの利用者の

合計を人口で割った値 

○達成状況・分析 

令和２年度と比較した指標の伸び率は１％の回復となっていますが、新型

コロナウイルス禍に伴う利用客減少の影響が長引いています。 

○今後の取組 

利用回数の増加につなげるため、路線バス等では GTFS データの拡充など

により利用者にわかりやすい情報の提供を進め、のりあいタクシーでは乗降

場所の追加や受付時間の拡大などにより利便性を高めます。 

 

（注）令和２年度（令和元年 10 月～令和２年９月）は、新型コロナウイルス感染症によ

り外出自粛要請等の影響があり、各種公共交通機関の利用が著しく減少したため、

令和元年度（平成 30年 10 月～令和元年９月）を算定時の基礎数値に設定した。 

 

 

２ 村上市地域公共交通計画評価等の結果報告について 

上記の評価結果をもとに、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律

第七条の二の規定により下記の表を別紙「資料１」のとおり作成し、国土

交通大臣に報告します。 
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 村上市地域公共交通計画（抄） 



 20220628_令和4年度第1回村上市地域公共交通活性化協議会_議題1_別紙「資料１」

目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

（記載に当たっての留意事項）

・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、
参考資料として添付して下さい。

・評価指標１で示した今後の取り組みに加
え、持続可能な運行とするため、利用料の
見直しを行い収支率の改善を図る

・利用回数の増加につなげるため、路線バ
ス等ではGTFSデータの拡充などにより利用
者にわかりやすい情報の提供を進め、のり
あいタクシーでは乗降場所の追加や受付時
間の拡大などにより利便性を高める

・GTFS一部公開済
み
・村上総合病院開
院に伴うせなみ巡
回バスのルート見
直し実施

利用状況調査に
より集計

村上市地域公共交通計画の評価等結果（令和２年１０月～令和３年９月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

目標

・未達成
・新型コロナウイルス禍に伴う
利用者減少の影響もあり、路線
バス等については減少しまし
た。一方、のりあいタクシーに
ついては、目標値の達成には至
らなかったものの、評価指標１
の分析にもあるとおり、運行内
容の効率化を図ったことにより
改善傾向にある

利用状況調査に
より集計R7（目標値）R3（実績）R1（現況値）

10％以上

13%以上

9%

R1（現況値） R7（目標値）R3（実績）

3.0回/人

2.4億円以下2.5億円2.4億円

2.2回/人2.5回/人

10%

9%

12%

のりあい
タクシー

路線バス等

・未達成
・令和２年度と比較した指標の
伸び率は１％の回復となってい
るが、新型コロナウイルス禍に
伴う利用者減少の影響が長引い
ている

・未達成
・路線バス等については、病院
開業に伴う運行路線の延長、人
件費や車両維持費などランニン
グコストの上昇により増加した
ものの、のりあいタクシーは、
運行内容の見直しにより令和元
年度比約540万円の減となった

・市内公共交通機関の重複箇所において系
統の統廃合や、より地域に合った移動手段
を検討するなど、引き続き運行の効率化を
進める

目標値：１人当たり年間利用回数

■事業 1-1. 路線バスの運
行効率化
■事業 2-1. のりあいタク
シーの運行効率化
■事業 3-1. 高速のりあい
タクシーの運行効率化

■事業 1-1. 路線バスの運
行効率化
■事業 2-1. のりあいタク
シーの運行効率化
■事業 3-1. 高速のりあい
タクシーの運行効率化
■事業 3-2. 高速のりあい
タクシーの利用料金の見直
し

■事業 1-3. 学生や高齢者
の運賃割引等の検討
■事業 2-2. 分かりやすい
利用料金への見直し
■事業 5-1. 低床車両の導
入
■事業 7-1. のりあいタク
シーのチラシ内容の改善
■事業 7-2. 経路検索のた
めのデータ整備

利用状況調査に
より集計

評価指標３
　公共交通の利便性向上や利用促進により、市民１人当たりの利用回数
の増加を目指す。

評価指標２
　重複運行の改善等の運行効率化を図りながら、ニーズに合わせた運行
内容の見直しによる利便性向上や利用促進に取り組み、利用者数を増加
させることで収支率の向上を目指す。

評価指標１
　新たな公共交通の運行や、ニーズに応じた運行内容の見直しを実施し
ても、現況値の補助額以下となる運行を目指す。

目標値：公共交通への補助額

目標値：公共交通の収支率

R7（目標値）R3（実績）R1（現況値）
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